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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成24年7月5日(2012.7.5)

【公開番号】特開2010-271581(P2010-271581A)
【公開日】平成22年12月2日(2010.12.2)
【年通号数】公開・登録公報2010-048
【出願番号】特願2009-124276(P2009-124276)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/01    　　　Ｙ
   Ｇ０３Ｇ  15/16    　　　　
   Ｇ０３Ｇ  15/01    １１４Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月22日(2012.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　次に、感光ドラム中間転写ベルト３０を回転させ、先に作成したイエローとブラックの
パッチＬＹ１、ＲＹ１、ＬＢｋ１、ＬＢｋ２、ＲＢｋ１、ＲＢｋ２を中間転写ベルトクリ
ーニング装置３２でクリーニングする。その後、画像形成部１３は、ＬＹ１とＲＹ１のイ
エローパッチの位置から、感光ドラム２６の外周の整数倍で、中間転写ベルト３０を約１
回転後の略同一領域（位置）に、イエローのパッチＬＹ２、ＲＹ２（第１色のマーク）を
作成する（１３８）。図１０のＡに中間転写ベルト３０を約１回転の長さが示されている
。なお、この１３８のタイミングにおいても、全ての色の一次転写ニップにトナーが進入
しており、中間転写ベルト３０に速度変動がない安定状態となっている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　図９のフローチャートの説明に戻ると、パッチの検出タイミングの差から、画像形成制
御部１２は、色ズレ量を演算する（Ｓ４）。中間転写ベルト３０の速度変動がない状態で
色ズレをＳ、現像ローラ５４が感光ドラム２６から離間するタイミングでの色ズレＵとす
る。中間転写ベルト３０の速度変動がない状態で色ズレをＳは、まず、イエローとブラッ
クの中間転写ベルト３０の左側の色ズレＬ１と右側の色ズレＲ１を式（７）と式（８）に
示すように演算する。
Ｌ１＝ＬＹ１－（ＬＢｋ１＋ＬＢｋ２）／２・・・式（７）
Ｒ１＝ＲＹ１－（ＲＢｋ１＋ＲＢｋ２）／２・・・式（８）
　そして、式（９）に示すように、左側の色ズレＬ１と右側の色ズレＲ１を平均し、中間
転写ベルト３０の速度変動がない安定状態での色ズレＳを演算する。なお、この色ズレＳ
は、一次転写ニップで発生する接線力変動に起因する以外の色ズレである、静的或いは直
流の色ズレ量に相当する。



(2) JP 2010-271581 A5 2012.7.5

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　この場合には、まず図９のフローチャートのＳ１０の後に求められたＲ（１）、Ｒ（２
）の乗算したときの値が正になっているかを判定する。そして、正になっていればＲ（２
）をＲ（１）とし、３通り目の感光ドラム速度によって、再度Ｓ２～Ｓ６の処理を行い、
そこで求めた色ズレ平均値をＲ（２）とし、Ｓ１３、Ｓ１４の処理を実行するようにすれ
ば良い。なお、このときの２通り目の感光ドラムの速度から３通り目の感光ドラム速度の
変化のさせ方は、１通り目の感光ドラムの速度から２通り目の感光ドラム速度の変化のさ
せ方（加速か減速か）と同じにする。このようにすることで、周速差の絶対値が大きい外
側部（図１１における点線部）での色ズレ量に従う相対速度補正を回避できることが確認
された。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２】
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